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　鹿児島市中央公民館で行われた地質情報展 2014 かごし

まにおいて，鹿児島の金山に関するパネル展示を行いまし

た（写真 1）．過去には日本全国で採掘が行われていた金

山ですが，現在は国内の多くの金山が閉山しています．し

かし，鹿児島では現在もいくつかの金山で採掘が行われて

いるため，鹿児島での地質情報展に合わせて金山について

の紹介パネルを作成しました．

　展示内容は 3点で，それぞれ「金山とその採掘方法」，「菱

刈金山」，「赤石鉱山・春日鉱山・岩戸鉱山」についてです．「金

山とその採掘方法」のパネルでは，金についての一般的な

知識と，日本における金山の分布について，および金山の

2種類の採掘方法である坑内掘りと露天掘りについて解説

しました．「菱刈金山」のパネルでは，坑内掘りを実施し

ている菱刈金山について，金の品位や鉱床の形成モデル，

および鉱山の内部構造などを解説しました．「赤石鉱山・

春日鉱山・岩戸鉱山」のパネルでは，露天掘りを実施して
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いる赤石鉱山・春日鉱山・岩戸鉱山について，金山の規模

や形成年代，鉱山開発の歴史，および採掘方法などについ

て，多くの写真を交えて解説しました．

　かつて日本が諸外国からジパングと呼ばれた時代には，

莫大な金を産出する国として、国内外で認知されていた国

であったことは良く知られています．一方で，国内の金山

は過去のものであり，現在は国内で金の採掘を行っていな

いと思っている方も多いのではないでしょうか．今回の鹿

児島での地質情報展を介して，地元でも金山やその採掘を

行っている企業があることを知っていただける良い機会と

なったのではないかと思います．また，金鉱床は浅熱水性

鉱床と呼ばれるもので，地表に近い地層で金の高品位部分

が脈状に分布する鉱脈型が一般的です．鹿児島を含めた南

九州には，今回紹介した金山を含めてたくさんの金鉱床が

存在しますが（Watanabe，2005），大部分は北薩地域に

存在する菱刈金山のような，石英や方解石の脈に金の鉱化

写真 1　鹿児島の金山に関する展示の様子．
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作用が確認されています（中村，2004）．一方で，赤石金山，

春日金山，および岩戸金山は南薩型と呼ばれる高酸化硫黄

型の金鉱床で，塊状の硅化岩体中に胚胎している珍しいタ

イプの金鉱床です（中村ほか，1994）．このような狭い範

囲でもタイプが大きく異なる金鉱床が存在するなど，鹿児

島が鉱床学的にも貴重な地域であることが少しでも伝わっ

ていれば幸いです．

　今回の展示パネル作成にあたり，2014 年 5月に赤石鉱

山，春日鉱山，および岩戸鉱山を取材のため訪問させてい

ただきました．筆者（荒岡）にとっては初めての国内鉱山

調査で，現地での取材およびパネル作成を通じて，金鉱床

について勉強することができ，とても良い経験になりまし

た．最後に，取材にご協力いただきました，住友金属鉱山

株式会社（菱刈金山），三井串木野鉱山株式会社（赤石鉱

山），春日鉱山株式会社（春日鉱山・岩戸鉱山），および鉱

山関係者の方々に感謝いたします．
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